
未来を創る大学の実践

京
都
外
国
語
大
学
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う

独
自
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
国
際
貢
献
学
部

の
教
授
で
あ
り
、
長
年
京
都
国
際
観

光
大
使
を
務
め
た
ジ
ェ
フ
・
バ
ー
グ

ラ
ン
ド
氏
が
「
京
都
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

を
切
り
口
に
、
観
光
が
持
つ
可
能
性

や
同
学
部
の
学
び
に
つ
い
て
語
っ
た
。

観
光
の
力
が

平
和
と
幸
せ
を
も
た
ら
す

第
２
次
世
界
大
戦
後
、
戦
争
を
二

度
と
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

思
い
か
ら
本
学
の
歴
史
は
始
ま
り
ま

し
た
。建
学
の
精
神「PAX M

U
N

D
I 

PER LIN
G

UAS 

―
言
語
を
通
し
て

世
界
の
平
和
を
―
」
に
は
、
異
な
る

言
語
や
文
化
を
持
つ
人
と
人
と
が
理

解
を
深
め
合
う
こ
と
へ
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
平
和
構
築
に
向

け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
が「
観
光
」

で
す
。
１
９
９
９
年
に
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ

（
国
連
世
界
観
光
機
関
）
は
、
観
光
が

平
和
を
つ
く
る
と
明
文
化
し
ま
し
た
。

私
は
そ
も
そ
も
人
間
の
幸
せ
に
は
次

の
要
素
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
は
心
身
の
「
健
康
」
と
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
や
自
然
環
境
と
の
「
関
わ

り
」、
新
し
い
こ
と
を
知
る
「
好
奇

心
」で
す
。
実
は
観
光
に
は
、こ
れ
ら

す
べ
て
を
生
み
出
す
力
が
あ
り
ま
す
。

見
知
ら
ぬ
土
地
で
体
を
動
か
し
な
が

ら
、
現
地
の
人
々
や
文
化
と
触
れ
合

い
、
新
た
な
発
見
に
出
合
う
。
一
連

の
プ
ロ
セ
ス
が
人
々
の
幸
せ
を
育
み
、

相
互
理
解
も
促
す
の
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
16
「
平
和
と
公
正
を
す
べ

て
の
人
に
」
は
、
世
界
中
の
人
々
が

協
力
し
て
初
め
て
実
現
で
き
る
も
の

で
す
。
本
学
は
創
立
以
来
75
年
に
わ

た
り
、
平
和
構
築
に
向
け
た
土
台
づ

く
り
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

一
環
で
２
０
１
８
年
に
開
設
し
た

の
が
国
際
貢
献
学
部
（Faculty of 

G
lobal Engagem

ent

）
で
す
。
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
は
「
関
わ
り
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、
私
た
ち
は
そ

れ
を
一
方
が
手
を
差
し
伸
べ
る
の
で

は
な
く
、
お
互
い
が
対
等
な
立
場
で

同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
協
働
す
る
関

係
性
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
人

と
人
と
が
目
に
見
え
る
形
で
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
る
手
段
が
観
光
で
す
。

そ
の
た
め
、
本
学
部
で
は
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
科
と
グ
ロ
ー
バ

ル
観
光
学
科
を
設
け
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
協
働
を
通
し
て

培
わ
れ
る
問
題
発
見
力

２
０
１
９
年
、
世
界
約
70
カ
国
か

ら
各
国
の
観
光
・
文
化
大
臣
な
ど
が

集
ま
っ
た
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、

持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
て
「
京
都

モ
デ
ル
」
を
模
範
と
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
同
モ
デ
ル
は
、
観

光
と
文
化
の
力
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
を

目
指
す
京
都
市
独
自
の
取
り
組
み
で

す
。
国
際
貢
献
学
部
に
は
、
学
生
が

国
内
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
現
地
の

人
々
と
協
働
し
な
が
ら
17
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
挑
む
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
」（
以
下
、
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
と

い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
京
都
も

実
習
先
に
含
ま
れ
ま
す
。
観
光
業
を

は
じ
め
と
し
た
各
種
産
業
が
盛
ん
な

こ
の
歴
史
都
市
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
８
「
働

き
が
い
も
経
済
成
長
も
」
を
考
え
る

の
に
う
っ
て
つ
け
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で

す
。
ほ
か
に
も
、
ホ
テ
ル
に
お
け
る

ゴ
ミ
削
減
の
取
り
組
み
を
通
し
て
環

境
問
題
に
着
目
し
た
り
、
旅
館
の
経

営
者
に
男
性
が
多
い
事
実
か
ら
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
問
題
と
向
き
合
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
京

都
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
ヒ
ン
ト

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

本
学
部
で
は
、
問
題
発
見
力
・
解

決
力
の
養
成
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

学
生
た
ち
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で

学
び
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で

得
た
気
づ
き
か
ら
問
題
点
を
言
語
化

し
、
具
体
的
な
解
決
策
も
提
案
し
て

い
き
ま
す
。
解
決
策
と
は
、
個
人
で

見
い
だ
す
の
で
は
な
く
、
皆
と
関
わ

り
合
い
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
い
く

過
程
で
生
ま
れ
て
く
る
も
の
。
こ
れ

は
、
本
学
が
創
立
以
来
大
切
に
し
て

き
た
姿
勢
で
す
。
語
学
は
そ
の
た
め

の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
言
語
や
文
化
の

異
な
る
他
者
と
協
働
す
る
う
え
で
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
外
国
語
を

学
ぶ
と
い
う
行
為
は
、
自
分
自
身
と

向
き
合
う
機
会
に
な
り
ま
す
。
新
し

い
価
値
観
や
こ
れ
ま
で
に
な
い
考
え

方
に
触
れ
、自
国
の
文
化
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、

人
間
的
に
も
大
き
く
成
長
で
き
る
の

で
す
。

受
信
者
責
任
型
文
化
を
極
め
た

京
都
で
学
ぶ
意
義

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方

に
お
い
て
、「
発
信
者
責
任
型
文
化
」

と
「
受
信
者
責
任
型
文
化
」
と
い
う

分
類
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
発
信
者

が
主
体
と
な
り
受
信
者
に
必
要
な
情

報
を
与
え
る
の
に
対
し
、
後
者
は
逆

に
受
信
者
が
発
信
者
の
気
持
ち
を
く

み
取
っ
た
う
え
で
行
動
し
ま
す
。
日

本
は
受
信
者
責
任
型
文
化
の
国
で
あ

り
、
中
で
も
そ
れ
を
極
め
て
い
る
の

が
京
都
で
す
。
相
手
が
求
め
る
も
の

を
聞
か
ず
に
察
し
て
提
供
す
る
「
お

も
て
な
し
」
は
受
信
力
が
な
せ
る
業

で
あ
り
、
京
都
は
そ
の
ス
キ
ル
を
学

ぶ
の
に
最
適
な
場
所
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

近
年
、
観
光
は
三
密
を
避
け
る
こ

と
の
で
き
る
場
所
が
好
ま
れ
や
す
く
、

都
心
部
か
ら
郊
外
へ
と
人
々
の
関
心

は
広
が
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、京

都
の
観
光
も
京
都「
府
」と
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｕ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
世
界
か
ら
選
抜
し
た
44

地
域
の
１
つ
と
し
て
、
美
山
町
（
京

持続可能な観光を目指す京都の地で

「関わり」を通して平和構築に尽力

ジェフ・バーグランド
国際貢献学部
グローバル観光学科 教授
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都
府
南
丹
市
）
を
ベ
ス
ト
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
ビ
レ
ッ
ジ
に
認
定
し
て
い
ま

す
。
伝
統
的
建
造
物
で
あ
る
か
や
ぶ

き
屋
根
の
家
が
点
在
し
、
独
自
の
文

化
と
豊
か
な
自
然
を
享
受
で
き
る
美

山
町
。
こ
う
し
た
郊
外
の
魅
力
あ
る

場
所
に
観
光
客
が
訪
れ
、
京
都
市
に

一
極
集
中
せ
ず
、
観
光
業
と
地
域
住

民
の
生
活
と
が
共
存
で
き
る
持
続
可

能
な
モ
デ
ル
が
今
後
は
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
的
な
傾
向
と
し
て
国

内
旅
行
が
増
え
て
い
ま
す
。
京
都
市

は
柔
軟
性
の
あ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掲
げ
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
だ
け
に
頼
ら
な
い
観
光
業
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
県
外
の
人
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
京
都
人
で
さ
え
も
清
水

寺
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
り
、

祇
園
祭
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い

う
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

観
光
を
通
し
て
表
面
的
な
知
識
で
は

な
く
、そ
の
地
域
が
持
つ
歴
史
や
ル
ー

ツ
を
私
た
ち
自
身
が
も
っ
と
深
く
学

ん
で
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
身
に
付
け
た

「
関
わ
り
方
」を
人
生
の
中
で
実
践

本
学
の
学
生
た
ち
は
、京
都
・
西
陣

地
域
の
産
業
廃
棄
物
を
創
造
的
に
再

利
用
す
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

を
創
業
し
た
り
、
大
丸
京
都
店
と
連

携
し
て
食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り
組
ん

だ
り
と
、
自
ら
主
体
と
な
っ
て
多
彩

な
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
学
内
で

も
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
節
電
の
推

進
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
資
す
る
種
々
の
研

究
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
各

教
員
は
自
身
が
関
わ
る
研
究
会
や
イ

ベ
ン
ト
に
有
志
の
学
生
を
同
行
さ
せ
、

そ
こ
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場

を
設
け
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
成
長

機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。
今
後
は
京
都
外
国
語
大
学

が
賛
助
加
盟
員
に
な
っ
て
い
る
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
い
て
、
次
世
代
の
観
光

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
、
本
学
の
学
生
主
体
で
企

画
・
開
催
す
る
計
画
も
進
行
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
学
生

た
ち
に
は
、
人
類
が
幸
せ
に
な
る
た

め
に
、
自
分
が
ど
の
よ
う
に
貢
献
で

き
る
か
を
常
に
考
え
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
に
関
係
な
く
、

本
学
で
身
に
付
け
た「
関
わ
り
方
」を

長
い
人
生
の
中
で
実
践
し
、
他
者
と

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
築
く
。
そ
う

し
た
一
人
ひ
と
り
の
行
動
の
積
み
重

ね
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
つ
な
が
っ

て
い
く
は
ず
で
す
。
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国際貢献学部 グローバルスタディーズ学科
神橋 恵那

プログラム名：Camp Pax Mundi

高校生を対象としてSDGsに関する
ワークショップを英語で実施

　17の目標があるSDGsのどれか１つに関連する活動をグルー
プで企画し、高校生と英語で交流する「Camp Pax Mundi」。私の
グループはSDG4「質の高い教育をみんなに」を選びました。
フィールドワークでは、日本の教育の仕組みや変遷について学
んだ後、日本語学校の協力を得て、世界各国からの留学生とオ
ンライン交流会を実施。「高校生に楽しんでもらうこと」が一番
大切だと考え、高校生が自分たちの英語力を気後れせずにプロ

グラムに参加できるように工夫し、柔軟な対応を心がけました。
CEPを通して、自分の意見を発信する力が身に付いたと感じま
す。さらに、グループリーダーとしての役割やグループを引っ張る
方法、責任感も学ぶことができました。今後は、今まで以上にボ
ランティア活動に参加し、英語を使った取り組みにも挑戦するこ
とが目標です。さらに、国ごとの文化や習慣の違いを知り、相互
理解を育むことができる場を広げていきたいと思います。

国際貢献学部 グローバル観光学科
梶谷 圭吾

プログラム名：CEP京都市内

京都の伝統的な文化や産業について
「人」を通して、広く発信

　世界的に有名な観光地に位置する本学で学んでいるにもか
かわらず、京都の伝統的な文化や産業についての知識が乏し
かったため、それらを学ぶことができる「CEP京都市内」を選び
ました。CEPでは、京都で伝統文化や伝統産業を担っている
職人に焦点を当てた動画とフリーペーパーを制作。職人という
「人」を通して、京都の伝統を多くの人に知ってもらうという今
までにない形でのPRができたと思います。私は陶芸家として活

躍されている職人さんの動画撮影を担当。多くのメディアに出
演された経験を持つ職人さんからアドバイスをもらい、無事完
成させることができました。これまでは、自主的に行動することが
苦手だった私。しかし、今回のCEPで自分たちの考えを形にで
きたことで、自主的に行動することの大切さや楽しさを改めて実
感しました。今後も、職人という「人」に焦点を当て、京都の伝
統に興味を持ってもらうための活動に取り組んでいきます。

国際貢献学部 グローバルスタディーズ学科 
中辻 凌

プログラム名：Camp Pax Mundi

得意とするデジタルツールを駆使して
高校生に新しいスキルを伝授

　大学入学後、さまざまなイベントの企画・運営に携わってきた経
験や高校時代に教師を目指していたことから、「Camp Pax Mundi」
を選びました。私のグループはSDG15「陸の豊かさも守ろう」を
テーマに、体験型プロジェクトを企画。京北町や美山町を訪れ、
現地でガイドの方に森林保全についてのお話を聞いたり、かや
ぶき屋根の建物を見学したりしました。また、「高校生に楽しく、
新しいスキルを身に付けてほしい」という思いから、私が得意と

するデジタルツールを使って、ゲームやクイズを交えながらプレ
ゼンテーションを実施。高校生も飽きずに参加できたのではない
かと思います。グループの統率をとることは難しかったですが、メ
ンバー同士で協力して、乗り越えることができました。CEPでは
臨機応変に動くことが求められ、柔軟性が身に付いたと感じま
す。この経験やリーダーシップを生かして、将来はイベントの企
画・運営を行う仕事に就きたいです。

国際貢献学部 グローバル観光学科
中村 帆香

プログラム名：CEP京都市内

伝統産業従事者にインタビューし、
その思いや経験をフリーペーパーで伝える

　京都という地で活動したいという思いから「CEP京都市内」を
選びました。CEPでは、京都の伝統産業を知るきっかけとなる入
り口をつくり、普段京都の伝統産業に関わることのない人、特に
若者世代に向けて発信することを目的としたプロジェクト
「TaSo」を発足。伝統産業従事者に焦点を当て、ライフストー
リーインタビューというその人の人生に変化や影響を与えた経
験を聞き出すインタビューを実施しました。私はフリーペーパー

の編集を担当。専門的な知識があるわけではなかったので、チラ
シや雑誌を参考にしたり、仲間からアドバイスをもらったり、試行
錯誤を繰り返す毎日でした。時間も限られており大変でしたが、
どんどん形になっていく様子に喜びを感じました。今回のプログ
ラムを通して、伝統が持つ奥深さに気づくことができました。これ
からも仲間や後輩たちと一緒に京都の伝統を支える「人」を発
掘し、その魅力を発信していきたいと思っています。

国際貢献学部 グローバル観光学科
實田 優心

プログラム名：京都スピリチュアル

世界の若者に向けて
日本の魅力を発信する動画を制作

　私は100回を超える渡航経験があり、世界各地で日本人の宗
教心や独自の文化に関する質問を多く受けてきました。そこから
日本文化、特に神道に関する知識を得たいと考えるようになり、
「京都スピリチュアル」を選択。実習中は、神職の方々から、神
道や各神社についての講義を受けました。さらに、神職の職務
内容からコロナ禍における祭事まで幅広いテーマでお話を伺う
ことができ、大変貴重な経験になったと感じます。チームの活動

では「東アジアを中心とする世界の若年層」をターゲットとして、
神道や各神社の魅力を発信する動画を制作。その過程でチー
ムワークやリーダーシップが養われ、確かな成長の手応えを感じ
ました。今回のCEPを通して、神道や神社をはじめとする日本文
化への理解を大いに深めることができました。卒業後は、これ
までのさまざまな経験を生かし、小さい頃からの夢でもある「男性
客室乗務員」として、世界の空で活躍したいです。

国際貢献学部 グローバル観光学科
ジン ユンス

プログラム名：京都スピリチュアル

外国人留学生としての視点で
日本独自の文化や特徴を知る

　実習先である神社で、各神社の基本情報と歴史、特徴に
ついての講義を受け、境内を回りながら建築物に関わる情報や
歴史、祭事の話を聞きました。チーム活動では、「Vlogを通じた
20代観光客の誘致」をテーマに動画を制作。私は、日本人には
ない留学生ならではの視点で感じた神社の魅力を探し出し、効
果的に表現することに力を入れて取り組みました。完成動画は、
日本語、英語、中国語、韓国語の4カ国語に翻訳してYouTube

で公開しています。チームでの活動を通して、メンバーと協力し
ながらコミュニケーションを図る方法を学び、自分の役割を理解
しながらそれぞれプロジェクトを進めることができました。実習を
通じて日本人の文化と歴史について深く知ることができた
CEP。映像編集にも興味が生まれたので、今後は新たな目標と
して、「京都に住む20代外国人留学生ならではの京都」につい
ての映像をつくりたいと考えています。

※CEP＝コミュニティエンゲージメントプログラム

自らプロジェクトを企画して
コミュニティエンゲージメントを実践する学生たち


